2017年度アクションポート横浜　事業計画（案）
◆市民や組織の連携により、新たな事業やシステムを創造するためのプロジェクト
横浜サンタプロジェクト

　「横浜に笑顔を届ける」というコンセプトで企業・NPOと連携して実行委員会を結成し、１２月に実施
  する。今年は参加メンバー交代などがあるので、体制を強化し、多様なメンバーが活躍できるような
  仕組みを作っていく。また、活動資金の獲得についてはこれまで同様に力を注ぎ、自立したイベント
  を実施できるようにする。
◆市民や市民活動団体の地域の課題解決や、そのための組織運営を支援するプロジェクト

ヨコハマ市民まち普請事業

昨年度に引き続き、「ヨコハマ市民まち普請事業」の運営を横浜市都市整備局及び特定非営利活動法人市民セクターよこはまとの３者協働により実施する。
◆市民活動や地域の課題解決に関する相談、コーディネート

市民活動や地域の課題解決に関する相談に対応し、随時助言や紹介を行う。
盆栽カフェ　
石井造園株式会社との協働にて、盆栽の販売や相談対応を通した地域コミュニケーションの場をつくる。
ヨコハマ地域合同試職会「ハマショク」

本年度は有志の学生で任意団体を立上げ、学生と地域企業の協働で、学生と地域企業人が近い距離で話ができる就職説明会を開催する。昨年の実績を踏まえた学生の後方支援にあたる。
YOKOHAMA ACTION PLANNNER との連携

若手社会人の活動の場を作るYAPとも連携し、活動の場を広げていく。YAP自体は独立的な運営ができるようになったので、後方支援としてアクションポートは関わっていく。

学生企画エコツアー

横浜市内の大学生が企画運営をする環境活動の現場を体験するバスツアー。公益財団法人資源循環公社との連携事業。

企業からの相談対応・コーディネート
企業の社会貢献活動や地域参加への相談に対応し、必要に応じて企画の実施や運営を行う。

◆市民活動や地域の課題解決に関する情報提供と問題提起

ホームページの運営
　当法人の組織やイベントに関する情報を発信していく。また、ブログなどを駆使し、事務局や現場の活動を密に発信していく。
Facebookページの運営

当法人の活動や現場の様子をリアルタイムに発信していく。

活動報告会・総会の運営

当法人の活動にご参加・ご協力いただいている皆様に活動の成果を報告する場を作る。
◆市民活動や地域の課題解決に関する人材の発掘と育成

ＮＰＯインターンシップ
市内の大学と協力し、学生がNPOで夏休み期間中にNPOでインターンとして活動する横浜型NPOインターンシップを実施する。今年度は横浜地域外でもこうした事業が運営できるようなノウハウ集の発行や相談対応なども実施していく。引き続き、トヨタ財団の協力を得て、運営をしていく。
地域企業インターンシップ
大学生が横浜市内の地域企業でインターンとして活動する企業インターンシップを実施する。
若者定着支援事業「Spice＋」
本年度は引き続き「Spice+」のWEBの運営に加え、地域の若者定着の課題を抱えるNPOと、地域活動を始めたいと考えている若手社会人とのマッチングプロジェクトを始動させる。新規参加者が伴走者と共に活動することで団体への定着をはかり、より多くの団体に若者が参加できるよう発信をしていく。
（仮）若手中間支援スタッフ育成プロジェクト（横浜市市民活動支援センター自主事業）

中間支援組織の2番手となる若手スタッフの育成を目的に、ネットワークづくり、実践を伴う研修を行い、次世代のロールモデルづくりを行う。
· 会員の拡大
運営会員、一般会員、ボランティア会員ともに、拡大を目指す。
会員向けメールマガジンの発行

当法人からのお知らせや当法人に寄せられる情報等をメールマガジンとして発信する。
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